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自社の取組を発信するための仕組み



「きょうとＳＤＧｓネットワーク」概要
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【公と民が一体となって，オール京都でＳＤＧｓを強力に推進】

京都市輝く地域企業表彰

地域と共に継承・発展する「地域
企業」として，安心安全や文化の
継承への貢献など，地域に根差し
て企業活動に取り組まれている事
業者を表彰する制度

これからの１０００年を紡ぐ企
業認定

社会的課題の解決など，持続可能
な社会の構築に貢献する企業を認
定し，これらの企業の成長と発展
を支援する制度

京都ＳＤＧｓパートナー制度

市内拠点の有無や規模を問わず，
企業やNPO法人といった各種団体
等も幅広く対象とし，SDGs，
CO2ゼロに取り組む意思を宣言・
実践する事業者等を公表する制度

京都中信ＳＤＧｓ宣言サポート

SDGsの取組状況と課題について診
断ツールを用いて見える化し，診
断レポートに基づいた取組提案や
宣言書の策定に向けたサポートを
行う制度

ソーシャル企業認証制度

社会課題の解決、SDGｓの達成に向
けた取組みやESG経営を実践してい
る企業に対し，京都信用金庫等がサ
ポートを行い経営方針や事業内容，
社会的インパクトなどを基準に，第
三者委員会が評価・認証を行う制度

「きょうとＳＤＧｓネットワーク」は，オール京都でＳＤＧｓを強力に推進するための新たなネットワークです。京都でＳＤ

Ｇｓの推進や社会課題の解決，地域の持続的な発展に貢献する事業者等を推奨するための制度を体系化し，相互に連携すること

により，参画事業者等の取組の深化や制度自体の発展を促し，公と民が一体となって社会経済の好循環を生み出します。

※各制度の詳細は別紙２を参照

㈱三菱UFJ銀行／㈱京都銀行／京都信用金庫／京都中央信用金庫／京都信用保証協会／

（一社）ソーシャル企業認証機構／龍谷大学ユヌスソーシャルビジネスリサーチセンター／
（公財）京都高度技術研究所／京都超SDGsコンソーシアム／京都市

京銀ＳＤＧｓ宣言サポート

お客様との対話を通じてSDGsの
取組状況を整理し，今後の取り組
みを提案するとともに，オリジナ
ル宣言書の策定支援や当行プレス
リリースによるPR支援を行う制度
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ソーシャル企業認証制度 S認証

事業を通じて人や地球に優しい社会を創り出すため社会課題
の解決を目指す企業に対し、経営方針や事業内容、社会的イ
ンパクトなどを基に、評価・認証を行う制度です。

認証企業の取り組みや想いをみえる化し発信することで、社
会課題に取り組む企業を応援し、認証企業のイベントなどを
通じてコミュニティを創出します。

これらの取組みにより、地域社会のソーシャルマインドを
醸成し持続可能な地域社会の実現を目指します。

また、認証制度を軸とした企業・消費者のエコシステムを
構築し、地域経済の持続的成長にも繋げます。



ソーシャル企業認証制度 S認証

連携
金融機関



１．言語化

申請プロセスにより、自社が取り組んでいること、取り組みたい
ことについて改めて言語化することで自社の価値の再認識などに
繋がる。（第三者に対する事業価値の説明）
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認証効果

２．共感者の獲得

認証企業としての取組みの開示により、近い意識を持つ事業者
同士の共感者を業界を超えて生み出す。



４．資金調達

・第三者評価による認証で社会的信用度の向上

クラウドファンディング等、資金調達の幅の広がり

金融機関からの資金調達力の向上

・事業方針や実施内容の開示

３．業績

新たな購買層の獲得による売上増加
（SDGｓやエシカル消費などの購買層）

・取組の開示による、あたらな顧客層へのリーチ

7

認証効果



５．人材の確保・定着

・求職者の企業選定基準

・働きがい/生きがいを感じる企業風土の確立

企業規模重視型から働きがい・生きがい重視型の
就職活動が主流となりつつある

ワークライフバランスの取組促進
事業（仕事）を通じた社会貢献への実感
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認証効果



認証の効果

～企業価値の波及～

これまで

認証

企業
既取引先

地域企業の事業への想いや、事業を通じて地域社会へのインパクトを創出
するといった企業の努力や評価されるべき価値は、企業と金融機関や取引
先の間だけで共有されていることがほとんど。
認証は、このような企業価値を地域社会で波及させることで地域の企業が
選ばれるきっかけとすることも目的の一つです。

金融機関

企業
金融機関

地域

新取引先

個人

既取引先



■申請する過程で自社の新しい価値に気づくことが出来た

■自社の取り組みをどのように整理すればSDGｓなど事に
関連付けられるかを知ることが出来た

■自社の取り組みを利害関係のない第三者から太鼓判を
もらうことはなかなかない

■世間にある多くの「認証」は、取得するために整えるべき
体制など高いハードルと費用が掛かる

■SDGｓとかサステナビリティという言葉は聞くがどんな取
組をすればよいのか、何ができるか分からなかったが知る
ことができた

認証企業の声 ①



■「認証企業だから」という理由で取引の相談があった

■自社の取組を自社を知らない層にどのような言葉を使って
発信をすれば理解してもらえるかわかった

■事業承継のタイミングでどんな会社にしていくべきかとい
う指針を考えることに役立った

■融資取引や業績のこと以外での会話が金融機関としたこと
が新鮮だった

■損得勘定だけではないパートナーを見つける基準になった

認証企業の声 ②



●業種を超えた関係性を作るきっかけになる
●認証企業同士なので、ＳＤＧｓの取り組みな
どの悩みや考えなどを安心して話ができる

●無理せず取り組めることがあることを知った
●Socialな取り組みはビジネスチャンスに繋がる
という見方ができた

●事業マッチングに繋がった
➡お互いがどのような点を第三者に評価されて
いるかを知る事で安心して取引を考えられた
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・オンライン開催
（過去2回、次回は４月予定）

・参加企業は１回当たり80社程度

認証企業交流会



【開催日】
2022年12月 9日(金)

１階マルシェのみ
2022年12月10日(土)
Question１棟使用

【動員人数】
2022年12月 9日(金)

160人
2022年12月10日(土)

550人

認証企業とソーシャルグッド預金者のイベント
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